
 

 

２０２５年１１月２０日発行 会報 第１２５９号 

今週のプログラム 

（2025年 11月 20日 第 1259回例会） 

 

「今後の例会開催について」 

 

全会員 

 

次週のプログラム 

（2025年 11月 27日 第 1260回例会） 

 

「クラブ活性化のための具体的な提案」 

 

全会員 

第１２５８回 例会 （２０２５年１１月１３日）の記録 

≪会長の時間≫                       水本 徹 会長 

 

皆様、朝夕の気温が低くなり、日中との気温差が大きくなってきて、いよいよ紅葉の季

節となりましたが、桜の花は赤く色づいてきたものの紅葉にはまだ少し時間がかかりそ

うです。 

本日はご多用のなか豊中市社会福祉協議会 勝部麗子事務局長様においでいただきま

した。ボランティア活動についてのお話をお願い致しております。 

前年度の能登でのラーメン提供ボランティア活動は地域の人々からの「おいしかった」

「ありがとう」の声を聞き疲れが飛んだのは私だけではなかったと思いますし、前日の決

起集会含めて会員一同の絆も深まり、勝部様のお話をお聞きして今年度も皆様と共に活

動するべく準備に取り掛かりたいと思います。 

因みに、前回お手伝いいただきました方から和倉能登島地域の避難施設でのラーメン？

支援の依頼もあったようです。 

勝部様、本日は大変お忙しい中、私達の為にお越し下さりありがとうございます。 

宜しくお願い致します。 

 

 



＜お客様＞ 豊中市社会福祉協議会 事務局長 勝部麗子 様 

 

 

＜出席報告＞   藤田芳浩 ＳＡＡ補助 

 

会員数 15 名（内出席免除会員 4 名） 

本日の出席者数       9 名 

（内出席免除会員名・名誉会員 0 名） 

本日の出席率        75.0％ 

＜ロータリーソング＞     全会員 

 

♪奉仕の理想♪ 

奉仕の理想に 集いし友よ 

御国に捧げん 我等の生業 

望むは世界の 久遠の平和 

めぐる歯車 いや輝きて永久に栄えよ 

我等のロータリー ロータリー 

 

 

 
≪幹事報告≫                        山本友亮 幹事 

 

＜今後の例会＞ 

１１月 第３週 １１月２０日（木） 「夜例会」 
時間：１８時３０分開会   場所：ル・ジャルダン 江坂 

プログラム「今後の例会開催について」 

 

    第４週 １１月２７日（木） 「昼例会」 

  時間：１２時開会      場所：江坂ゴルフセンターレストラン 

プログラム「クラブ活性化のための具体的な提案をしましょう」 

 

１２月 第１週 １２月 ４日（木） 「昼例会」 

  時間：１２時開会      場所：江坂ゴルフセンターレストラン 

プログラム「ファイヤーサイドミーティング」  

 

第２週 １２月１１日（木） 「夜例会」 

       時間：１８時３０分開会   場所：ル・ジャルダン 江坂  

 

 

≪ＳＡＡ報告≫                         藤田芳浩 ＳＡＡ補助 

＜スマイルＢＯＸ＞ 

 

 

※米山記念奨学会 

山本雅之会員・高田会員     コメントなし 

 

※ロータリー財団 

藤田会員     クリスマス例会 皆様宜しくお願いします！！ 

水本会員     勝部様 本日は宜しくお願いします！ 

相原会員     コメントなし 

 

※メイプル基金 

水島会員     勝部様 本日は宜しくお願いします！ 

藤田会員     勝部様 本日は宜しくお願いします！ 

 

 

 

 



   

「社会福祉協議会における支援活動の取り組みについて、意見交換会」 

 

藤田会員 

本日は、豊中市社会福祉協議会事務局長の勝部麗子様をお招きしております。 

勝部様、本日はありがとうございます。勝部様とのご縁をいただいた経緯について、渡邊会員から

原稿を預かっておりますので代読させていただきます。 

「皆様、ご存じの通り、私は東日本大震災で被災し、大阪へ避難いたしました。大阪での生活の立

ち上げにあたり、社協の皆様が生活支援など親身にサポートして下さり、借家から家財の確保、特に

子どもの学習机にあっては勝部様の息子さんが使用されていた机をお譲りいただきました。現在も大

切に使用しております。そうした支援が支えとなり、今日に至っています。 

社協は、被災された方々への見舞金給付、生活福祉資金の貸付、そして地域での孤立を防ぐための

見守りや交流の場の提供など、多くの重要な役割を担っています。これらの連携により、ロータリー

クラブは社協が持つ地域の詳細な情報やネットワークを活用することで、地域福祉の向上に大きく貢

献できると考えます。」 

勝部様のプロフィールについて、ご紹介させていただきます。 

豊中市社会福祉協議会に 1987年に入職し、地域組織化活動や地域福祉計画の策定などに携わられ、

現在は事務局長を務めておられます。2004年に日本初（全国第一号）のコミュニティソーシャルワー

カー（CSW）となり地域住民の力を引き出す先駆的な取り組みを数多く行われております。 

コミュニティソーシャルワーカー(CSW)とは、社会福祉士や精神保健福祉士などの資格をもつ地域の

身近な相談窓口として支援を行う専門職です。高齢者や障害者、子育て中の方など、地域の方々の日々

の暮らしの中での困りごとや悩みごとの支援、社会参加のお手伝いなど、解決方法を相談者といっし

ょに考え、必要な制度やサービスにつなぎます。  

 著書に『ひとりぽっちをつくらない―コミュニティソーシャルワーカーの仕事―』（全国社会福祉協

議会、2016 年）があります。 また、メディア: 2014 年に放映された NHK ドラマ 10「サイレントプ

ア」のモデルとなり、ドラマの監修も務められました。 

 勝部様よろしくお願いいたします。 

 

勝部事務局長様 

豊中社会福祉協議会の勝部と申します。渡邊さんとは東日本大震災で豊中に避難されてきた時から

のお付き合いです。大阪でも阪神大震災があり、豊中も大きな被害がありました。この地震の経験で

「孤独」が問題点と認識されるようになりました。東日本大震災で福島県浪江町から豊中に娘夫婦と

避難して来た女性がいました。ある日お伺いしたとき、道にしゃがんで草を引いていらっしゃいまし

た。浪江町では農業をしていたので土を触らないと落ち着かないとのことでした。そこで、土地付き

の一軒家を探し畳一畳程度の畑を作って、その後の生活のサポートをしました。 

また、ロータリークラブに震災地への支援バスを出してもらい、現地での生活を高校生に体験して

もらいました。 

先日、内灘町の藤田さんと会いました。大変お世話になりました。ラーメンの味が忘れられない。

くれぐれもよろしく伝えてほしい。とのことでしたのでこの場を借りてお話させていただきました。

社協は全国にあり、何かあればネットワークで現地の状況を確認します。 

 



 
今日は、子どもの貧困について、お話させていただきます。 

高齢者が人口の占める割合は年々増加しています。豊中市も例外ではなく、阪神大震災当時と比較す

ると約 5倍となっています。ここで十数年前のニュースをご覧ください。 

このニュースでは、80代の母親と同居する 50代の娘が死亡していた事を報道しています。母親は白

骨化しており、娘の死因は熱中症でした。当時その地域の民生委員の家にマスコミが押しかけ見守り活

動をしていなかったことを責めました。しかし、50代の子どもと親の同居まで訪問するとなると半数以

上も見守り対象家庭となります。後に娘さんは知的障害者であることが分かりました。この件をきっか

けにローラー作戦を始めました。そこで 80 歳以上の親が子どもの面倒を見ている家庭が増えている現

実を目の当たりにしました。それらの子どもは引きこもりであることが原因だと知りました。では、こ

れらの人が何時からなのか調べると小学生からであることがわかりました。そこで少しでも外に出られ

るサポートをするために「リスタートスクール」を始めました。現在では 50名程度の子どもがいます。

不登校問題は、教育委員会が中心となって動いていますが、学校が苦手な子にとって学校の先生から言

われても聞く耳を持てないのが現状です。他にも不登校の原因としてヤングケアラーがあります。以前

は兄弟の面倒をみたり、家事の手伝いをすることは特別ではありませんでしたから、問題視されていま

せんでした。核家族化したことも原因の一つとしてかんがえられることもあります。土曜日の午後にヤ

ングケアラーの子どもたちを集めてイベントをしました。参加者の中には、まだ赤ちゃんの妹の面倒を

みなればならないから連れて行ってもいいのかと聞いてきた子もいました。日本は先進国の中で子ども

孤独が最も多い国です。家庭の問題で外に出られずにいる子ども達に何か出来ないかと思い子ども食堂

を始めました。活動を始めた当初は子どもに食事を作らない親がいることに理解してもらえなく、支援

を集めることに大変な思いをしました。認知症の祖母の世話をする為に学校に行くことができない小学

生。両親が外国人で日本語が解らないため親の仕事の通訳をする為に登校できない子どももいます。親

が夜の仕事をしていて、朝まで幼い兄弟の世話をしていて日中起きられないので学校に行けていない子

どももいます。フードバンクもご協力いただければ幸いです。 

 

水本会長 

何か一緒に活動したいと考えています。お金だけの支援をしてきましたが、参加できる支援をしよう

と能登支援に行きました。私たちが参加できる何かがあれば、教えてください。 

 

勝部事務局長 

経済的な困窮は理解しやすい。生活保護を受けている家庭に育った子は大人が働くということを知ら

ず、働いてお金を稼いで生活をするということが理解できない。夢を持ち働くということを教えたりし

ています。漫才師の巨人さんが子ども食堂を応援してくださっています。他にも何かできることはない

かと聞かれ、ここにきている子たちは家族と出掛けたりキャンプをしたことがない。と伝えたところ、

吉本新喜劇のチケットをくださり観劇に行きました。その中には初めて地下鉄に乗った子がいて真っ暗

なところを電車が走ることに驚いていました。他のロータリークラブでは、学食が廃止になった高校で

年 1回カレーを作ってくれています。 

 

高尾会員 

庄内の小学校の子ども食堂を見に行ってきましたが、小学校の閉校に伴いなくなると聞きました。 

その後どうなったかご存じですか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝部事務局長 

小中一貫校が増えることで閉校になる小学校が増えています。小学校が閉校になることで、小学校の

学区を中心に行ってきたコミュニティに問題が生じたり、文化の違いで馴染めない子どもが増加してい

ます。近くても登校できなかった子がより登校できない事もあります。学習支援を通じて、人と会話す

ることを経験させています。不登校で親ともあまり会話のない環境にいる子どもたちは体が大きく成長

しても、話す内容が幼くかわいいです。人のつながり支援にご参加いただけたら。と思います。 

 

高尾会員 

地方の支援がしたいとき、現地のボランティアを社協にいえば準備してもらえますか。 

 

勝部事務局長 

行く先の社協によりけりです。 

ところで、麻雀をされる方はいらっしゃいますか。麻雀教室を開催したのですが、16人の募集に 100

人集まりました。子どものゲーム程度のルールですが、ご都合のつく方がいらっしゃいましたらよろし

くお願いいたします。 

 

山本友亮会員 

本日はありがとうございました。また、気付いたことがありましたらご連絡ください。 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
 

 

 



 

  

  

  

             一般社団法人 豊中市社会福祉協議会  事務局長 勝部麗子 様 

  

 


